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できる。中間取引部分（intermediate transaction）に着目すると，Ars（r, s＝I, 
M, P, S, T, C, N, K, J, U, H, G, O, W ⑴）は，行 ･列ともに76の産業部門によって
構成される正方行列であり（部門分類は末尾の表 A.3を参照のこと），対角部分
の小行列 Arr（r＝s）の要素は r 国の産業が財 ･サービスを生産するために，
国内の各産業から購入する財 ･サービスの量（国内取引，金額ベース）を示












目数（列）が 4ないし 5の行列であり（最終需要項目の分類は末尾の表 A.3を参
照），中間取引の場合と同様，対角に位置する小行列 Frr（r＝s）は r 国の産
業によって生産された財 ･サービスに対する国内最終需要部門の購入量を，
Fsr は s 国の産業によって生産された財 ･サービスに対する r 国の最終需要
部門の購入量（輸入）を示している。
　なお，内生10カ国の輸入取引 Asr および Fsr（r≠s; r, s＝I，M，P，S，T，C，N，K，
J，U）は，生産者価格で評価されており，外生 4カ国との輸入取引 Asr および
Fsr（r≠s; r, s＝H，G，O，W）は C.I.F. 価格で評価されている。C.I.F. 価格から生
産者価格に変換するために内生国の輸入マトリクス Asr および Fsr（r≠s; r, s
234
＝I，M，P，S，T，C，N，K，J，U）から差し引かれた BAr および BFr は，内生国の
輸入にかかる国際運賃・保険料である。また，内生国・外生国を問わず輸入
取引にかかる輸入関税および輸入商品税は，DAr および DFr として一括計上
される。
　Vr は，r 国の各産業が財・サービスの生産に投入する付加価値（要素投入）
であり（付加価値の分類は末尾の表 A.3を参照），Xr は r 国の各産業が財・サー
ビスの生産に投入する総投入額（＝総生産額）である。
　一方，表を行方向にみると，各産業の生産物の産出構造（販路構成）を知
ることができる。対角部分の小行列 Arr（r＝s）は r 国の産業によって生産さ
れた財 ･サービスの国内の産業に対する販売量（国内取引，金額ベース）を
示し，非対角に位置する Ars（r≠s）の要素は r 国の産業によって生産された









位置する小行列 Frr（r＝s）は r 国の産業によって生産された財 ･サービスの
国内最終需要に対する販売量を，Frs は r 国の産業によって生産された財 ･
サービスの s 国の最終需要への販売量（輸出）を示している。LHr, LGr, LOr, 
LWr は，それぞれ外生国である香港，インド，EU およびその他世界への r

































































中　　国 2002 122 122 生産者価格
インドネシア 2005 175 175 生産者価格
韓　　国 2005 404 404 生産者価格
マレーシア 2005 120 120 基本価格
台　　湾 2004 161 161 生産者価格
フィリピン 2000 240 240 生産者価格
シンガポール 2000 152 152 基本価格
タ　　イ 2005 180 180 生産者価格
米　　国 2002 133 133 生産者価格
日　　本 2005 520 407 生産者価格

























































































































　サービス輸出については，国際収支統計（Balance of Payments Statistics: 
BOP）から得ることができる。ただし，相手国別のサービス輸出額に関する
情報は得ることができないため，アジア表ではサービス輸出については「そ






















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































図 A.7の例では，国 R の表における国 S への輸出ベクトルは，国 S の表にお
ける国 R からの輸入マトリクスによって置き換えられ，国 S の国 R への輸























































































































1 個人消費支出 1 個人消費支出
2 政府消費支出 2 政府消費支出
3 国内総固定資本形成 3 国内総固定資本形成
4 在庫変動 4 在庫変動
5 調整項（注） 5 調整項（注）
＜付加価値＞
1 雇用者報酬 1 雇用者報酬
2 営業余剰 2 営業余剰
3 固定資本減耗 3 固定資本減耗
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